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芥
川
龍
之
介
の
小
説
と
「
王
朝
時
代
」 

―
―
「
野
性
の
美
し
さ
」
か
ら
「
敗
北
」
ま
で
―
― 

 

独
立
系
研
究
者
＊ 

倉
井 

香
矛
哉 

   

一
．
は
じ
め
に
（
発
表
要
旨
） 

  

本
発
表
で
は
、
歴
史
や
古
典
に
材
を
採
っ
た
芥
川
龍
之
介
の
「
王
朝
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
小
説
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
彼
の
書
く
行
為
に
胚
胎
し
て
い
た
「
野
性
の
美
し
さ
」
へ
の
原
的
な
憧
憬
を
意
味
づ
け
、
さ
ら
に
自
死
の
直
前
に
書

か
れ
た
随
筆
・
社
会
評
論
の
ま
な
ざ
し
、
な
か
ん
ず
く
「
敗
北
」
と
い
う
言
葉
に
ま
で
通
底
す
る
問
題
編
成
を
導
き
だ
す
こ

と
を
試
み
た
い
。 

 

吉
田
精
一
を
筆
頭
に
、
塩
田
良
平
、
勝
倉
壽
一
、
佐
藤
嗣
男
ら
の
研
究
は
、
歴
史
を
借
景
と
す
る
芥
川
の
小
説
を
森
鷗
外

の
そ
れ
と
対
比
さ
せ
つ
つ
、「
詩
的
・
感
覚
的
な
把
握
と
そ
の
理
知
的
な
処
理
」
の
下
、「
自
己
の
現
在
的
現
実
に
対
す
る
課

題
を
歴
史
の
曲
面
に
照
ら
し
て
鮮
明
に
し
よ
う
と
し
た
」
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
小
説
テ
ク
ス
ト
の
典
拠

に
つ
い
て
は
、
岩
波
書
店
版
『
全
集
』
所
収
の
注
解
や
須
田
千
里
ら
に
よ
る
実
証
的
な
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
参

照
し
つ
つ
、
本
発
表
で
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
半
ば
自
明
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
「
王
朝
も
の
」
と
い
う
呼
称
を
再
考
す

る
必
要
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
と
云
う
の
も
、「
源
氏
物
語
」
や
「
勅
撰
和
歌
集
」
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
王
朝
文
学
に

対
置
す
る
か
た
ち
で
民
衆
の
姿
を
（
そ
れ
こ
そ
芥
川
の
表
現
す
る
よ
う
に
、「
生
ま
々
々
し
さ
」
を
湛
え
た
筆
致
に
よ
っ
て
）

書
き
遺
し
て
い
る
の
が
「
今
昔
物
語
」
に
代
表
さ
れ
る
説
話
物
語
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
典
拠
と
す
る
小
説
を
「
王
朝

も
の
」
と
総
称
す
る
こ
と
じ
た
い
に
恣
意
性
を
読
み
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
芥
川
は
、「
今
昔
物
語
」
を

「
王
朝
時
代
のH

um
an Com

edy

（
人
間
喜
劇
）」
と
し
て
意
識
的
に
再
定
義
し
て
お
り
、
古
典
と
小
説
は
間
テ
ク
ス
ト
的

な
相
互
作
用
の
う
ち
に
あ
る
（
そ
の
傍
証
と
し
て
、「
今
昔
物
語
」
に
は
、
芥
川
を
は
じ
め
と
す
る
大
正
作
家
た
ち
に
参
照

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
評
価
さ
れ
た
一
面
も
あ
る
）。
ま
た
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
観
点
か
ら
は
、「
王
朝

文
学
」
そ
の
も
の
が
近
代
以
降
に
構
築
さ
れ
た
概
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
の
指
摘
も
あ
る
。
古
典
と
近
代
、
王
朝
と
民
衆

と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
図
式
は
、
小
説
テ
ク
ス
ト
に
内
包
さ
れ
る
「
芸
術
的
生
命
」
の
う
ち
に
揚
棄
さ
れ
る
。
芥
川
の
創

作
に
お
け
る
源
泉
の
ひ
と
つ
を
成
し
て
い
た
「
王
朝
時
代
」
は
、
後
年
の
小
説
「
歯
車
」
に
お
い
て
、
実
現
さ
れ
な
か
っ
た

「
推
古
か
ら
明
治
に
至
る
各
時
代
の
民
を
主
人
公
」
と
す
る
「
長
篇
」
の
構
想
を
媒
介
と
す
る
か
た
ち
で
、「
宮
城
の
前
に

あ
る
或
銅
像
」、
す
な
わ
ち
、
南
朝
の
忠
臣
た
る
楠
木
正
成
像
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
の
「
し
か
し
彼
の
敵
だ
つ
た
の
は
、
―
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―
」
と
い
う
記
述
に
お
い
て
語
り
落
と
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
の
〈
空
所
〉
は
、「
君
主
制
」（
※
註
：「
天
皇
制
」
と
い
う
用
語

は
一
九
三
二
年
に
定
義
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
発
表
で
は
「
君
主
制
」
の
語
を
用
い
る
）
と
の
対
峙
と
い
う
ア
ク
チ
ュ
ア

ル
な
問
題
へ
と
読
者
を
誘
引
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。 

   

二
．
本
発
表
の
目
的
と
方
法 

  

以
上
の
問
題
設
定
に
基
づ
き
、
本
発
表
で
は
、「
王
朝
時
代
」
を
背
景
と
す
る
小
説
テ
ク
ス
ト
の
読
み
を
起
句
と
し
な
が

ら
、
自
殺
直
前
の
「
敗
北
」
へ
の
ま
な
ざ
し
ま
で
を
綜
合
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
固
定
化
さ
れ
た
「
芥
川
神
話
」

の
打
破
と
い
う
今
日
的
課
題
に
資
す
る
知
見
を
導
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。 

 

な
お
、
本
発
表
の
方
法
的
な
前
提
は
、
小
説
テ
ク
ス
ト
の
内
在
的
な
読
み
を
出
発
点
と
し
な
が
ら
、
作
家
の
書
く
行
為
そ

の
も
の
に
胚
胎
す
る
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
隘
路
、
現
実
と
虚
構
、
歴
史
と
近
代
と
い
っ
た
二
項
対
立
を
相
対
化
し
た
と
こ
ろ

に
顕
在
化
す
る
「
文
学
的
リ
ア
リ
テ
ィ
」
に
、
―
―
云
わ
ば
、
創
作
、
書
く
こ
と
の
行
為
遂
行
そ
の
も
の
に
光
を
当
て
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
遺
稿
「
暗
中
問
答
」
の
な
か
で
、「
な
ぜ
お
前
は
書
い
て
ゐ
る
の
だ
。」「
唯

書
か
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。」
と
い
う
自
己
内
対
話
を
書
き
記
し
た
「
芥
川
龍
之
介
」
と
い
う
書
き
手
を
媒
介
と
す

る
こ
と
は
、
た
だ
ち
に
読
み
手
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
の
「
な
ぜ
」
を
喚
起
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
お
前
は
書
い
て
い

る
の
だ
。
な
ぜ
「
ぼ
く
」
は
語
っ
て
い
る
の
だ
。
―
―
そ
れ
は
、
言
語
的
存
在
と
し
て
の
人
間
に
関
す
る
根
源
的
な
問
い
か

け
で
あ
っ
て
、
今
と
昔
と
を
問
わ
ず
、
危
機
的
で
あ
り
、
か
つ
批
評
的
な
課
題
で
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
本
発
表
で
は
芥
川
龍
之
介
の
書
く
行
為
を
総
括
的
に
概
述
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
説
テ
ク
ス
ト
に
つ
い

て
の
分
析
は
必
用
最
小
限
度
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
了
承
願
い
た
い
。 

   

三
．
先
行
研
究
の
精
査 

  

以
下
、
芥
川
龍
之
介
の
小
説
と
「
王
朝
時
代
」
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
を
列
挙
し
な
が
ら
、
先
行

研
究
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
と
し
た
い
（
※
註
：
実
際
の
各
評
論
お
よ
び
論
文
は
、
容
易
に
類
型
化
で
き
な
い
文
脈
を
そ

れ
ぞ
れ
に
伴
っ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
本
発
表
の
前
提
と
な
る
補
助
線
を
導
き
だ
す
こ
と
を
試
み
、
さ
ら
な
る
論
究
に
つ
い

て
は
次
章
以
降
に
委
ね
た
い
）。 

 

《
引
用
①
》
吉
田
精
一
「
二
十
二 

歴
史
小
説
」、『
芥
川
龍
之
介
』（
三
省
堂
、
一
九
四
二
・
一
二
） 

「
彼
の
歴
史
小
説
は
、
歴
史
に
背
景
を
か
り
て
、
現
代
の
問
題
、
特
に
彼
自
身
の
問
題
を
扱
ひ
、
彼
の
気
持
ち
を
映
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
で
ゐ
て
、
ま
こ
と
に
渾
然
と
し
た
、
一
見
主
観
の
在
り
場
を
忘
れ
さ
せ
る
や
う
な
、
物

語
り
風
の
感
触
を
の
こ
す
こ
と
が
多
い
。」 
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こ
こ
で
は
、
歴
史
を
「
背
景
」
と
し
つ
つ
、「
彼
自
身
の
問
題
」
や
「
彼
の
気
持
ち
」
を
反
映
さ
せ
る
、
と
い
う
主
観
の

は
た
ら
き
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
吉
田
の
提
起
し
た
読
み
の
枠
組
み
は
、
戦
後
の
芥
川
研
究
に
お
い
て
も
基
本
的

に
踏
襲
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

 

《
引
用
②
》
吉
田
精
一
「
芥
川
龍
之
介
の
総
合
探
究
」『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
二
巻
三
号
（
学
燈
社
、

一
九
五
七
・
二
） 

「
彼
特
有
の
テ
ー
マ
、
問
題
を
盛
る
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
形
式
と
シ
ー
ン
を
、
今
昔
物
語
中
に
発
見
し
た
と
い
う
に
尽

き
る
。（
中
略
）
自
分
と
近
い
境
涯
の
人
間
や
生
活
を
古
代
の
人
間
の
中
に
見
出
す
の
で
は
な
く
、
一
見
無
関
係
に
見

え
る
古
い
資
料
に
、
近
代
人
と
し
て
の
自
己
の
解
釈
を
お
し
つ
け
る
の
で
あ
る
。」 

 

《
引
用
③
》
塩
田
良
平
「
芥
川
の
歴
史
物
に
つ
い
て
」『
国
文
学 
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
二
巻
三
号
（
学
燈
社
、

一
九
五
七
・
二
） 

「
要
す
る
に
芥
川
の
歴
史
物
は
古
典
の
世
界
と
近
代
生
活
と
の
接
触
を
は
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
文
学
的
価
値
は
高

い
。
又
日
本
文
学
の
伝
統
で
あ
る
物
語
性
を
具
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
大
衆
的
な
魅
力
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
材

料
の
扱
い
方
に
於
い
て
は
あ
く
ま
で
彼
自
身
の
趣
味
や
思
想
か
ら
離
れ
た
も
の
で
な
く
、
だ
か
ら
彼
の
作
を
読
む
と
古

典
的
な
上
品
さ
、
洗
練
さ
、 マ

マ

た
語
句
、
東
西
の
文
献
か
ら
得
た
物
語
の
叙
述
形
式
の
巧
さ
等
い
ろ
い
ろ
な
魅
力
は
あ
げ

ら
れ
る
が
、
結
局
最
後
は
彼
の
人
間
性
へ
の
懐
疑
や
孤
独
感
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
。」 

 

《
引
用
④
》
長
野
嘗
一
「
芥
川
龍
之
介
の
「
王
朝
物
」
―
―
そ
の
四
―
―
（
承
前
）」、『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
六

号
（
立
教
大
学
日
本
文
学
会
、
一
九
六
一
・
六
） 

「
作
者
は
東
西
の
古
典
か
ら
材
料
を
巧
み
に
取
捨
案
配
し
、
こ
れ
を
自
己
の
想
像
力
で
一
本
の
物
語
に
仕
立
て
上
げ
、

こ
れ
に
芸
術
家
の
宿
命
的
な
苦
悶
を
盛
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。」 

 

《
引
用
⑤
》
勝
倉
壽
一
『
芥
川
龍
之
介
の
歴
史
小
説
』（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
三
・
六
） 

「
今
日
、
芥
川
の
、
歴
史
的
な
事
象
や
人
物
、
古
典
作
品
な
ど
に
題
材
を
得
た
一
連
の
作
品
を
歴
史
小
説
の
概
念
中
に

包
摂
し
得
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
は
見
解
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
作
品
傾
向
の
対
極
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
が
鷗
外
の
諸
作
で
あ
る
。」 

 

《
引
用
⑥
》
佐
藤
嗣
男
「
芥
川
龍
之
介
―
―
〝
王
朝
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
か
ぶ
っ
た
短
編
〞
―
―
」、『
国
文
学 

解
釈
と
鑑

賞
』（
至
文
堂
、
一
九
九
二
・
五
） 

「
純
な
る
本
来
の
感
情
に
生
き
る
―
―
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
芥
川
は
過
去
に
目
を
向
け
る
の
で
あ
る
」（
中

略
）「
自
己
の
現
在
的
現
実
に
対
す
る
課
題
を
歴
史
の
曲
面
に
照
ら
し
て
鮮
明
に
し
よ
う
と
し
た
芥
川
の
歴
史
小
説
は
、
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そ
の
意
味
で
、〈
現
代
小
説
と
し
て
の
歴
史
小
説
の
方
法
（
方
法
意
識
）〉
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
説
話
文
学
に
虚

構
的
真
実
を
見
出
し
た
芥
川
の
王
朝
物
は
、
狭
義
の
史
料
的
史
実
の
再
現

コ
ピ
ー

で
は
な
い
と
い
う
点
で
、
確
か
に
、
逆
説
的

な
言
い
回
し
を
す
れ
ば
、
〝
王
朝
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
か
ぶ
っ
た
短
編
〞
で
は
あ
っ
た
。」 

  

↓
歴
史
を
借
景
と
す
る
芥
川
の
小
説
を
森
鷗
外
の
そ
れ
と
対
比
さ
せ
つ
つ
、「
詩
的
・
感
覚
的
な
把
握
と
そ
の
理
知
的
な

処
理
」
の
下
、「
自
己
の
現
在
的
現
実
に
対
す
る
課
題
を
歴
史
の
曲
面
に
照
ら
し
て
鮮
明
に
し
よ
う
と
し
た
」
も
の
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
。 

  

ま
た
、
小
説
テ
ク
ス
ト
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
岩
波
書
店
版
『
全
集
』
所
収
の
注
解
や
須
田
千
里
ら
に
よ
る
実
証
的
な
研

究
が
あ
る
。 

 

《
引
用
⑦
》
須
田
千
里
「
芥
川
龍
之
介
歴
史
小
説
の
基
盤 
―
―
『
地
獄
変
』
を
中
心
と
し
て
―
―
」、『
叙
説
』
第
二

五
号
（
奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会
、
一
九
九
七
・
一
二
） 

「『
地
獄
変
』
は
、「
画
の
た
め
に
娘
を
殺
し
た
良
秀
が
地
獄
へ
堕
ち
る
物
語
」
の
背
後
に
、「
大
殿
か
ら
奪
還
す
る
た

め
に
娘
を
殺
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
絵
師
の
物
語
」
を
隠
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
、
非
当
事
者
で
あ
る
凡

庸
な
語
り
手
に
誤
っ
た
解
釈
を
語
ら
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
読
者
を
正
し
い
解
釈
に
導
こ
う
と
す
る
作
者
の
試
み
は
、
従

来
、
正
確
に
読
み
取
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。」 

  

↓
さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
古
典
（
典
拠
）
と
近
代
小
説
、
あ
る
い
は
歴
史
と
文
学
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
図
式
を
相
対

化
し
た
見
方
も
あ
る
。 

 

《
引
用
⑧
》
下
西
善
三
郎
「
古
典
文
学
摂
取
論 

芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
〈
古
典
〉
摂
取
と
〈
書
く
〉
行
為
」『
上
越

教
育
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
二
巻
（
上
越
教
育
大
学
、
二
〇
〇
二
・
一
〇
） 

「
文
字
資
料
の
な
か
の
「
歴
史
」
は
、
芥
川
の
想
像
力
に
お
い
て
〈
文
学
〉
と
し
て
の
「
美
し
い
歴
史
」
に
変
換
さ
れ
、

そ
れ
が
「
舞
台
を
昔
に
求
め
た
」
芥
川
小
説
の
母
胎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
芥
川
に
と
っ
て
の
資
史
料
は
、〈
文
学
〉

の
範
疇
で
あ
つ
か
わ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
自
作
の
典
拠
と
し
て
の
現
出
を
み
て
い
た
の
で
あ
る
。」 

  

↓
古
典
、
歴
史
的
資
料
を
参
照
す
る
、
と
い
う
主-

従
的
な
関
係
で
は
な
く
、〈
文
学
〉
の
範
疇
に
お
け
る
間
テ
ク
ス
ト
的

な
関
係
（
※
註
―
―
こ
こ
で
は
、
相
補
的
な
関
係
、
と
云
っ
た
意
味
合
い
）
と
し
て
対
置
す
る
見
方
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
以

下
に
例
示
す
る
よ
う
な
芥
川
龍
之
介
の
筆
致
と
も
対
応
す
る
。 

 

《
引
用
⑨
》
芥
川
龍
之
介
「
侏
儒
の
言
葉
」
一
九
二
三
・
八
） 

「
人
生
は
落
丁
の
多
い
書
物
に
似
て
ゐ
る
。
一
部
を
成
す
と
は
称
し
難
い
。
し
か
し
兎
に
角
一
部
を
成
し
て
ゐ
る
」 
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《
引
用
⑩
》
芥
川
龍
之
介
「
附
掌
談
」
一
九
二
五
・
一
一
） 

「
講
演
を
聞
く
の
も
大
嫌
ひ
だ
が
、
講
演
を
す
る
の
も
大
嫌
ひ
で
あ
る
。（
中
略
）
書
い
て
発
表
し
て
ゆ
く
我
々
の
仲

間
は
、
別
に
講
演
な
ぞ
し
な
く
と
も
、
云
ひ
た
い
事
、
思
つ
て
ゐ
る
事
は
書
き
さ
へ
す
れ
ば
分
つ
て
貰
へ
る
筈
な
の
で

あ
る
」 

 

《
引
用
⑪
》
芥
川
龍
之
介
「
暗
中
問
答
」
一
九
二
七
、
遺
稿 

「
な
ぜ
お
前
は
書
い
て
ゐ
る
の
だ
。」「
唯
書
か
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。」 

  

↓
本
発
表
で
は
、
吉
田
精
一
を
は
じ
め
と
す
る
森
鷗
外
の
歴
史
小
説
と
の
対
比
的
な
考
察
や
、
須
田
千
里
ら
の
実
証
的
な

研
究
を
尊
重
し
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
下
西
善
三
郎
の
提
示
し
た
〈
文
学
〉
を
〈
書
く
〉
と
い
う
行
為
を
基
軸
と
し
て
捉
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
王
朝
時
代
」
の
テ
ク
ス
ト
に
「
芸
術
的
生
命
」
を
見
出
し
た
芥
川
龍
之
介
の
筆
致
を
意
味
づ
け
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
。 

   

四
．「
王
朝
も
の
」
を
再
考
す
る 

  

芥
川
龍
之
介
の
小
説
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
、
日
本
の
古
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
も
の
は
一
六
篇
、「
今
昔
物
語
集
」
に
材
を

採
っ
た
も
の
は
一
三
篇
あ
る
（
レ
ジ
ュ
メ
末
尾
の
「
参
考
資
料
（
１
）」
を
参
照
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
、「
羅
生
門
」
と
「
藪

の
中
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
に
お
い
て
論
述
を
試
み
た
。 

 

《
引
用
⑫
》
倉
井
香
矛
哉
「
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」
論
―
―
「
誰
も
知
ら
な
い
」
自
己
へ
の
変
貌
―
―
」、『
あ
じ
ー

る
』
第
二
号
（
あ
じ
ー
る
！
編
集
委
員
会
、
二
〇
一
三
・
五
） 

「
本
論
で
は
、「
羅
生
門
」
の
テ
ク
ス
ト
を
読
み
解
く
こ
と
を
通
し
て
、
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
つ
受
動
的
で
思

弁
的
な
存
在
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
下
人
が
暴
力
的
な
行
為
主
体
へ
と
変
貌
し
て
し
ま
う

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
に
あ
た
っ
て
の
論
理
の
飛
躍
䣍
䣍

を
読
み
と
り
、
そ
こ
に
「
怖
れ
」
や
「
憎
悪
」
と
い
っ
た
感
情
、
―
―
自
己
の
内
部
に
捉
え
き
れ
な
い
〈
外
部
〉
へ
の

情
動
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
作
品
集
『
鼻
』
に
収
録
さ
れ
た
定
稿

の
「
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
」
と
い
う
結
び
の
一
文
に
（
自
己
の
「
解
放
」
や
「
発
見
」
で
は
な
く
）
自
己
䣍
䣍

自
身
に
お
け
る
他
者
性
の
発
現

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
と
し
て
の
「
誰
も
知
ら
な
い
」
自
己
へ
の
変
貌
䣍
䣍
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
を
読
み
と
り
た
い
。

こ
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
人
の
造
型
は
近
代
的
な
自
我
を
具
有
す
る
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
自
己

分
裂
性
を
帯
び
た
矛
盾
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
導
き
だ
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。」（
中
略
）「「
羅
生
門
」
は
、
思
弁
的

存
在
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
下
人
が
暴
力
的
な
行
為
主
体
へ
と
変
貌
し
て
し
ま
う

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
局
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
の
み

な
ら
ず
、
そ
れ
は
「
自
己
の
解
放
」
や
「
自
己
発
見
」
と
い
っ
た
下
人
の
主
体
的
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、「
恐
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怖
」「
は
げ
し
い
憎
悪
」、「
あ
る
勇
気
」、「
失
望
」
と
い
っ
た
不
可
避
的
に
到
来
す
る
情
動
性
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
結

果
と
し
て
の
、
下
人
自
身
に
す
ら
事
後
的
に
し
か
把
捉
し
え
な
い
「
誰
も
知
ら
な
い
」
自
己
へ
の
変
貌
（
ゆ
え
に
本
論

で
は
、
変
貌
す
る

䣍
䣍
䣍
䣍
の
で
は
な
く
、
変
貌
し
て
し
ま
う

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
）
の
契
機
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。」 

 

《
引
用
⑬
》
倉
井
香
矛
哉
「
芥
川
龍
之
介
「
藪
の
中
」
論
―
―
「
死
骸
」
の
現
前
と
「
中
有
の
闇
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」、

『
あ
じ
ー
る
』
第
三
号
（
あ
じ
ー
る
！
編
集
委
員
会
、
二
〇
一
四
・
四
） 

「
本
論
の
方
法
的
な
前
提
と
し
て
は
、
事
件
の
「
真
相
」
を
再
構
成
す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
死
骸
」
の
現
前
と
い
う

事
実
を
ま
え
に
し
た
作
中
人
物
た
ち
の
語
り
直
し
の
機
構
に
着
目
し
な
が
ら
、
そ
の
背
後
に
伏
在
す
る
権
力
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。」（
中
略
）「
本
論
で
は
、「
藪
の
中
」
の
言
説
空
間
が
「
死
骸
」
の
現
前
と
い
う

事
実
か
ら
語
り
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
、
中
世
社
会
に
お
け
る
穢
と
清
め
の
判
定
者
と
し
て
の
検
非
違

使
の
役
割
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、
母
系
型
族
制
の
上
に
男
子
父
系
系
譜
が
辿
ら
れ
て
い
た
時
代
背
景
を
ふ
ま
え
て
、

「
貞
操
観
念
」
と
「
色
欲
」
と
い
っ
た
先
行
研
究
の
見
方
を
相
対
化
し
た
。
作
中
の
武
弘
、
真
砂
、
多
襄
丸
は
、
三
者

三
様
に
、
村
橋
春
洋
の
い
う
「
如
何
に
死
ん
だ
と
い
う
現
実
も
、
か
く
あ
り
た
か
っ
た
と
い
う
幻
想
も
何
ら
生
の
意
味

を
担
い
え
な
い
」
ま
ま
に
「
た
だ
裸
形
の
死
が
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
の
荒
涼
た
る
世
界
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
死
の
穢
を
生
き
つ
づ
け
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、「
死
骸
」
の
現
前
に
は
じ
ま
り
、「
中
有
の
闇
」、「
遠
い

闇
の
底
」
へ
と
陥
る
過
程
に
お
い
て
語
ら
れ
る
「
藪
の
中
」
の
言
説
空
間
な
の
で
あ
っ
た
。」 

  

以
上
の
研
究
成
果
の
発
展
と
し
て
、本
発
表
で
は
、先
行
研
究
に
お
い
て
半
ば
自
明
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た「
王
朝
も
の
」

と
い
う
呼
称
を
再
考
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
と
云
う
の
も
、「
源
氏
物
語
」
や
「
勅
撰
和
歌
集
」
と
い
っ
た

い
わ
ゆ
る
王
朝
文
学
に
対
置
す
る
か
た
ち
で
民
衆
の
姿
を
（
そ
れ
こ
そ
芥
川
の
表
現
す
る
よ
う
に
、「
生
ま
々
々
し
さ
」
を

湛
え
た
筆
致
に
よ
っ
て
）
書
き
遺
し
て
い
る
の
が
「
今
昔
物
語
」
に
代
表
さ
れ
る
説
話
文
学
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
典

拠
と
す
る
小
説
を
「
王
朝
も
の
」
と
総
称
す
る
こ
と
じ
た
い
に
恣
意
性
を
読
み
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

  

文
学
史
的
な
通
説
と
し
て
は
、「
今
昔
物
語
集
」
が
「
王
朝
文
学
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
は

少
な
い
。
例
外
と
し
て
、
文
芸
評
論
家
・
中
村
真
一
郎
の
『
王
朝
物
語 

小
説
の
未
来
に
向
け
て
』（
潮
出
版
社
、
一
九
九

三
）
で
は
、
実
話
や
歴
史
に
対
置
さ
れ
る
小
説
＝
「
作
り
話
」
と
い
う
範
疇
に
お
い
て
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
貴
族
的
な

意
匠
の
テ
ク
ス
ト
と
は
「
異
質
」
な
「
庶
民
的
文
体
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

《
引
用
⑭
》
中
村
真
一
郎
『
王
朝
物
語 

小
説
の
未
来
に
向
け
て
』（
潮
出
版
社
、
一
九
九
三
・
五
） 

「
私
た
ち
は
『
今
昔
物
語
』
と
共
に
、
従
来
の
王
朝
物
語
の
貴
族
的
、
ま
た
屢
〻
閏
房
的
だ
っ
た
、
幽
艶
典
雅
な
文
体

と
は
、
全
く
異
質
の
「
カ
ー
ニ
バ
ル
」
的
、
庶
民
的
文
体
に
出
会
う
。」 

 

 

こ
う
し
た
把
握
は
、「
今
昔
物
語
集
」
の
研
究
史
と
も
対
応
し
て
い
る
。
以
下
の
研
究
は
、「
王
朝
文
学
の
鬼
子
」
と
み
な
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さ
れ
た
「
今
昔
物
語
集
」
が
近
代
に
な
っ
て
再
評
価
さ
れ
て
き
た
背
景
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

《
引
用
⑮
》
池
上
洵
一
『『
今
昔
物
語
集
』
の
世
界 

中
世
の
あ
け
ぼ
の
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
三
・
八
） 

「『
今
昔
』
は
王
朝
文
学
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
鬼
子
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
い
う
作
品
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
こ
と
自
体

が
、
ひ
と
つ
の
時
代
の
終
末
と
、
新
し
い
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
こ
と
を
象
徴
す
る
出
来
事
だ
っ
た
の
で
あ

る
。」 

 

《
引
用
⑯
》
西
尾
光
一
「
今
昔
物
語
研
究
史
―
―
目
録
・
そ
の
評
価
と
解
説
―
―
」、『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
第
四

九
巻
一
一
号
（
至
文
堂
、
一
九
八
四
・
九
） 

「『
今
昔
物
語
』
は
、
中
世
は
も
ち
ろ
ん
、
近
世
に
お
い
て
も
、
研
究
史
の
資
料
を
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
残
し
て
い
な

い
。」（
中
略
）「
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
今
昔
物
語
』
の
研
究
史
が
今
日
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
近
代
の
日
本
文
学

研
究
の
中
で
、『
今
昔
』
が
文
学
作
品
と
し
て
の
大
き
な
意
義
と
価
値
を
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戦
後
さ
ら
に
そ

の
評
価
を
高
め
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。」 

 

《
引
用
⑰
》
西
沢
正
二
「
解
説
」『
大
学
古
典
叢
書
２ 

新
註 

古
今
物
語
集 
付 
芥
川
龍
之
介
』（
勉
誠
社
、
一
九

八
六
・
二
） 

「『
今
昔
物
語
集
』
は
、
明
治
時
代
ま
で
は
、
単
な
る
雑
話
の
集
成
と
し
て
、
文
学
的
に
は
低
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て

き
た
が
、
大
正
時
代
に
入
り
、
芥
川
龍
之
介
が
、『
羅
生
門
』
な
ど
の
、『
今
昔
物
語
集
』
に
取
材
し
た
十
編
の
歴
史
小

説
を
発
表
し
、
さ
ら
に
、
昭
和
二
年
に
『
今
昔
物
語
集
』
に
関
す
る
評
論
（『
今
昔
物
語
鑑
賞
』）
を
書
く
に
及
ん
で
、

一
躍
文
学
史
的
な
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。」 

 

 

↓
芥
川
龍
之
介
と
い
う
近
代
文
学
の
書
き
手
を
媒
介
と
し
て
、「
今
昔
物
語
集
」
は
、
―
―
西
尾
が
「
発
掘
さ
れ
た
」
と

表
現
す
る
よ
う
に
、
―
―
再
評
価
の
気
運
が
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

  

ま
た
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
批
評
の
実
践
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
、
あ
る
い
は
、
よ
り
厳
密
な
実
証
研
究
の
観

点
か
ら
、「
王
朝
文
学
」
そ
の
も
の
が
近
代
以
降
に
構
築
さ
れ
た
概
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
の
指
摘
も
あ
る
。
以
下
、「
今

昔
物
語
集
」
に
限
定
し
な
い
視
点
で
い
く
つ
か
を
提
示
し
た
い
。 

 

《
引
用
⑱
》
小
嶋
菜
温
子
「〈
王
権
と
喩
〉
の
批
評
は
ど
こ
ま
で
き
た
か
」、『
國
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』（
学
燈

社
、
二
〇
〇
〇
・
一
二
） 

「『
源
氏
物
語
』
の
〈
王
権
〉
は
「
虚
数
」
と
し
て
し
か
あ
り
え
な
い
。（
中
略
）
権
力
・
性
差
・
系
図
・
血
―
―
さ
ま

ざ
ま
な
幻
影
の
、
そ
の
「
虚
数
」
性
が
、
物
語
テ
ク
ス
ト
の
制
度
の
か
な
た
に
交
錯
す
る
。
だ
が
、
そ
の
幻
影
を
幻
影

と
し
て
精
確
に
認
知
す
る
に
は
、
徹
底
し
た
理
論
化
と
そ
の
実
践
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。」 
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《
引
用
⑲
》
安
藤
徹
「（
王
朝
文
学
を
め
ぐ
っ
て
）
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
テ
ー
マ
集
20
」、『
國
文
学 

解

釈
と
教
材
の
研
究
』（
学
燈
社
、
二
〇
〇
〇
・
一
二
） 

「
王
朝
文
学
は
王
朝
文
化
（
の
一
部
）
だ
、
と
い
う
言
い
方
は
成
り
立
つ
。
た
だ
し
、
王
朝
文
学
が
歴
史
的
に
構
築
さ

れ
た
よ
う
に
、
王
朝
文
化
も
ま
た
客
観
的
で
固
定
的
な
価
値
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
不
断
／
普
段
の
文
化
的
実
践
に

お
け
る
諸
力
の
交
渉
と
接
合
の
結
果
と
し
て
あ
る
、
矛
盾
や
亀
裂
を
含
ん
だ
領
域
で
あ
る
。」（
中
略
）「
王
朝
文
学
を

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
言
説
に
回
収
し
な
い
筋
道
を
、
真
剣
に
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」 

  

こ
う
し
た
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、「
今
昔
物
語
集
」
と
芥
川
龍
之
介
の
「
王
朝
時
代
」
を
扱
っ
た
小
説
を
古
典
と
近

代
、
典
拠
と
（
二
次
）
創
作
と
い
っ
た
二
項
対
立
図
式
か
ら
読
み
ひ
ら
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

《
引
用
⑳
》
小
峯
和
明
「
今
昔
物
語
と
そ
の
時
代
」、『
今
昔
物
語
集
を
読
む
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
・
一
二
） 

「『
今
昔
物
語
集
』
は
口
頭
伝
承
か
ら
直
接
採
録
し
た
説
話
は
皆
無
で
あ
り
、
何
ら
か
の
文
献
資
料
に
も
と
づ
く
こ
と

が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
も
と
に
し
た
資
料
に
権
威
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
利
用
し
つ
く

し
て
痕
跡
を
消
し
去
ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
（『
冥
報
記
』
の
編
者
名
を
話
中
か
ら
消
す
例
な
ど
）、
出
典
や
典
拠
と
い

う
呼
称
は
適
切
と
は
い
え
な
い
。
あ
く
ま
で
『
今
昔
物
語
集
』
は
既
成
の
説
話
を
も
と
に
み
ず
か
ら
の
ス
タ
イ
ル
で
語

り
変
え
て
お
り
、
も
と
の
説
話
の
作
品
の
権
威
に
依
拠
し
、
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。」 

 

《
引
用
㉑
》
竹
村
信
治
「
二 

今
昔
物
語
集
と
近
代
の
メ
デ
ィ
ア 

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
芥
川
龍
之
介
」、『
今
昔
物
語

集
を
読
む
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
・
一
二
） 

「
近
代
に
お
い
て
学
術
研
究
は
主
要
な
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
だ
っ
た
。
芥
川
は
、
明
治
後
半
期
以
降
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

の
学
術
研
究
（
民
俗
学
・
国
文
学
）
が
育
ん
だ
説
話
や
『
今
昔
物
語
集
』
へ
の
関
心
に
応
ず
る
か
た
ち
で
登
場
し
、
迎

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。」 

  

↓
本
発
表
で
は
、「
王
朝
も
の
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
把
握
を
採
用
す
る
こ
と
は
控
え
た
い
。
た
だ
し
、
芥
川
龍
之
介

の
小
説
テ
ク
ス
ト
が
「
今
昔
物
語
集
」
と
の
関
係
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
ま
た
、
芥
川
は
そ
れ

を
「
王
朝
時
代
のH

um
an Com

edy

（
人
間
喜
劇
）」
と
し
て
意
識
的
に
再
定
義
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
自
死
直
前
の

芥
川
の
テ
ク
ス
ト
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
芥
川
龍
之
介
の
筆
致
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
た
の
か

を
逆
照
射
す
る
こ
と
と
し
た
い
。 
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五
．「
野
性
の
美
し
さ
」
か
ら
「
敗
北
」
ま
で 

 

 

芥
川
龍
之
介
と
「
今
昔
物
語
集
」
の
関
係
を
読
み
解
く
に
あ
た
っ
て
は
、
し
ば
し
ば
以
下
の
文
章
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。 

 

《
引
用
㉒
》
芥
川
龍
之
介
「
今
昔
物
語
鑑
賞
」（
一
九
二
七
・
四
） 

「『
今
昔
物
語
』
三
十
一
巻
は
天
竺
、
震
旦
、
本
朝
の
三
部
に
分
か
れ
ゐ
る
。
本
朝
の
部
の
最
も
面
白
い
こ
と
は
、
恐

ら
く
は
誰
も
異
論
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
又
本
朝
の
部
に
し
て
最
も
僕
な
ど
に
興
味
の
あ
る
の
は
「
世
俗
」
並
び
に
「
悪

行
」
の
部
で
あ
る
。
―
―
即
ち
『
今
昔
物
語
』
中
の
最
も
三
面
記
事
に
近
い
部
で
あ
る
。
し
か
し
、
―
―
」 

  

た
だ
し
、「
王
朝
時
代
」
を
舞
台
背
景
と
し
た
小
説
テ
ク
ス
ト
の
発
表
時
期
と
、「
今
昔
物
語
鑑
賞
」
の
執
筆
時
期
と
の
あ

い
だ
に
は
数
年
の
間
隔
が
あ
る
。 

 

《
引
用
㉓
》
竹
村
信
治
「
二 

今
昔
物
語
集
と
近
代
の
メ
デ
ィ
ア 

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
芥
川
龍
之
介
」、『
今
昔
物
語

集
を
読
む
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
・
一
二
） 

「
た
だ
し
、
芥
川
の
『
今
昔
物
語
集
』
観
に
は
、
初
期
作
品
と
末
年
の
「
今
昔
物
語
鑑
賞
」
と
の
間
に
一
つ
の
変
化
、

展
開
が
あ
る
。
初
期
の
芥
川
は
『
今
昔
物
語
集
』
に
人
間
心
理
の
描
出
を
認
め
ず
、
自
ら
内
面
描
写
を
加
え
て
原
話
に

は
な
い
人
間
心
理
の
生
憎

あ
や
に
く

さ
を
語
る
。（
中
略
）
し
か
し
、
末
年
に
お
よ
ん
で
、
芥
川
は
原
文
の
リ
ア
ル
な
表
現
が
そ

の
ま
ま
で
人
間
の
心
理
の
動
き
を
描
き
取
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」 

  

「
今
昔
物
語
鑑
賞
」
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
芥
川
が
自
死
す
る
約
三
ヶ
月
前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
文
章
を
も
っ
て
前
期
の
「
王
朝
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
小
説
テ
ク
ス
ト
を
ま
と
め
て
し
ま
う
こ
と
に
対
し
て
は
慎
重
に
な
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
、
新
し
い
論
点
を
探
り
出
し
て
い
き
た

い
。 

 

《
引
用
㉔
》
芥
川
龍
之
介
「
今
昔
物
語
鑑
賞
」（
一
九
二
七
・
四
） 

「
し
か
し
僕
は
仏
法
の
部
に
も
多
少
の
興
味
を
感
じ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
仏
法
そ
の
も
の
は
勿
論
、
天
台
や
真
言
の
護
摩

の
煙
に
興
味
を
感
じ
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
唯
当
時
の
人
々
の
心
に
興
味
を
感
じ
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ

る
。」 

 

《
引
用
㉕
》
小
峯
和
明
「
今
昔
物
語
と
そ
の
時
代
」、『
今
昔
物
語
集
を
読
む
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
・
一
二
） 

「
本
朝
部
は
聖
徳
太
子
に
は
じ
ま
り
、行
基
、役
行
者
な
ど
、民
衆
仏
教
や
山
岳
修
験
道
の
大
成
者
が
セ
ッ
ト
に
な
り
、

さ
ら
に
最
澄
、
空
海
、
円
仁
、
円
珍
等
々
の
渡
来
僧
の
話
題
、
後
半
は
東
大
寺
、
興
福
寺
、
延
暦
寺
等
々
の
寺
院
建
立
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潭
、
延
喜
等
々
が
目
白
押
し
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
日
本
仏
法
の
創
始
、
始
源
が
語
ら
れ
て
お
り
、
お
の
ず
と
日
本
仏
法

史
が
か
た
ど
ら
れ
て
い
る
。」 

  

仏
教
伝
来
は
、「
本
朝
」、
す
な
わ
ち
、
日
本
に
と
っ
て
は
、〈
外
部
〉
か
ら
の
到
来
性
の
受
容
と
い
う
契
機
を
と
も
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、（
芥
川
自
身
は
「
仏
法
そ
の
も
の
」
へ
の
興
味
を
半
ば
否
定
し
て
い
る
も
の
の
）
超
越

性
へ
の
志
向
を
内
包
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
ま
た
、
儒
教
文
化
や
漢
字
の
流
入
と
相
俟
っ
て
、
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
と

さ
れ
る
日
本
語
圏
に
お
け
る
〈
書
く
〉
と
い
う
外
在
性
を
内
包
す
る
営
為
を
も
た
ら
し
た
の
だ
。 

 

《
引
用
㉖
》
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
「
力
と
意
味
」、『
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
と
差
異
（
上
）』（
法
政
大
学
出
版
会
局
、
一
九

七
七
・
一
二 

※
原
著
の
刊
行
は
一
九
六
七
） 

「
記
入
（inscription

）
に
だ
け
詩
的
な
力
が
備
わ
る
。（
中
略
）
書
く
と
い
う
こ
と

エ

ク

リ

チ

ュ

ー

ル

が
単
な
る
《
声
の
模
写
》（
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
）
で
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
意
味
を
紙
に
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は

無
限
な
受
け
渡
し
を
期
待
し
て
沈
み
彫
や
溝
や
浮
彫
や
平
面
に
意
味
を
託
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
味
を
つ
く
り
出
す
も

の
な
の
だ
。」 

 

《
引
用
㉗
》
ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
、
谷
口
勇
・
枝
川
昌
雄
（
訳
）「
第
一
章 
言
語
学
入
門 

第
三
章 

こ
と

ば
の
物
質
性
」、『
こ
と
ば
、
こ
の
未
知
な
る
も
の
―
―
記
号
論
へ
の
招
待
―
―
』（
国
文
社
、
一
九
八
三
・
一 

※
原

著
の
刊
行
は
一
九
八
一
） 

「
文
字
は
、
話
す
主
体
が
い
な
い
と
き
で
も
持
続
し
、
伝
え
ら
れ
、
活
動
す
る
。
時
間
に
挑
戦
し
つ
つ
、
空
間
を
も
ち

い
て
、
そ
こ
に
自
ら
を
刻
印
し
よ
う
と
す
る
。」 

 

《
引
用
㉘
》
芥
川
龍
之
介
「
神
神
の
微
笑
」（
一
九
二
二
・
一
） 

「
支
那
の
哲
人
た
ち
は
道
の
外
に
も
、
呉
の
国
の
絹
だ
の
秦
の
国
の
玉
だ
の
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を
持
つ
て
来
ま
し
た
。

い
や
、
さ
う
云
ふ
宝
よ
り
も
尊
い
、
霊
妙
な
文
字
さ
へ
持
つ
て
来
た
の
で
す
。
が
、
支
那
は
そ
の
為
に
、
我
我
を
征
服

出
来
た
で
せ
う
か
？ 

た
と
へ
ば
文
字
を
御
覧
な
さ
い
。
文
字
は
我
我
を
征
服
す
る
代
り
に
、
我
我
の
為
に
征
服
さ
れ

ま
し
た
。」 

  

文
字
は
、
刻
印
さ
れ
た
痕
跡
を
も
と
に
、
文
脈
を
た
ち
あ
げ
、
時
間
に
挑
戦
し
な
が
ら
、
お
の
ず
か
ら
意
味
を
変
容
さ
せ

て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
古
典
と
小
説
は
典
拠
と
（
二
次
）
創
作
物
の
よ
う
な
主
従
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
間
テ
ク
ス

ト
的
な
相
互
作
用
の
う
ち
に
あ
る
と
い
え
る
。 

 

さ
ら
に
、
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
は
、
し
ば
し
ば
文
章
そ
の
も
の
に
押
し
合
い
・
異
議
を
唱
え
あ
う
多
義
的
な
文
脈
を
内
包

し
て
お
り
、
容
易
に
類
型
化
で
き
な
い
点
に
も
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
ふ
た
た
び
芥
川
龍
之
介

の
「
今
昔
物
語
鑑
賞
」
を
取
り
上
げ
た
い
。 



ΙΧΘΥΣ PROJECT Kamuya Kurai  
芥川龍之介の小説と「王朝時代」 

11 

  
《
引
用
㉙
》
芥
川
龍
之
介
「
今
昔
物
語
鑑
賞
」 

「
僕
は
前
の
話
を
批
評
す
る
の
に
「
美
し
い
生
ま
々
々
し
さ
」
と
云
ふ
言
葉
を
使
つ
た
。
美
し
い
か
美
し
く
な
い
か
は

暫
く
問
は
ず
、
こ
の
「
生
ま
々
々
し
さ
」
は
『
今
昔
物
語
』
の
芸
術
的
生
命
で
あ
る
と
言
つ
て
も
差
し
支
へ
な
い
。」 

 

「
こ
の
生
ま
々
々
し
さ
は
、
本
朝
の
部
に
は
一
層
野
蛮
に
輝
い
て
ゐ
る
。
一
層
野
蛮
に
？
―
―
僕
は
や
つ
と
『
今
昔
物

語
』
の
本
来
の
面
目
を
発
見
し
た
。『
今
昔
物
語
』
の
芸
術
的
生
命
は
生
ま
々
々
し
さ
だ
け
に
は
終
わ
つ
て
ゐ
な
い
。

そ
れ
は
紅
毛
人
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、brutality

（
野
性
）
の
美
し
さ
で
あ
る
。
或
は
優
美
と
か
華
奢
と
か
に
は
最
も

縁
の
遠
い
美
し
さ
で
あ
る
。」 

  

↓
こ
こ
で
は
、「
美
し
い
生
ま
々
々
し
さ
」
と
い
う
表
現
を
自
己
批
評
す
る
に
あ
た
り
、「
美
し
い
か
美
し
く
な
い
か
は
暫

く
問
わ
ず
」
と
留
保
し
て
お
き
な
が
ら
、
後
段
で
は
そ
の
「
生
ま
々
々
し
さ
」
を
「brutality

（
野
性
）
の
美
し
さ
」
に
帰

せ
よ
う
と
す
る
。
文
脈
に
お
け
る
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
変
転
は
、
そ
の
文
意
を
統
一
的
な
（
作
者
の
）
意
図
に
回
収
さ
れ
る

こ
と
を
む
し
ろ
拒
ん
で
い
る
。
そ
も
そ
も
編
者
未
詳
の
未
完
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
今
昔
物
語
集
」
と
相

補
的
な
芥
川
龍
之
介
の
テ
ク
ス
ト
は
、
そ
の
雑
駁
さ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
読
ま
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  

以
下
、
自
死
の
直
前
に
書
か
れ
た
文
章
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、「
王
朝
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
前
期
の
小
説
テ
ク
ス
ト
に
対

置
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。 

 

《
引
用
㉚
》
芥
川
龍
之
介
「
今
昔
物
語
鑑
賞
」（
一
九
二
七
・
四
） 

「brutality

（
野
性
）
の
美
し
さ
」 

  
 

《
引
用
㉛
》「
文
藝
的
な
、
余
り
に
文
藝
的
な
」（
一
九
二
七
・
六
） 

「
僕
は
前
に
光
風
会
に
出
た
ゴ
オ
ガ
ン
の
「
タ
イ
チ
の
女
」（
？
）
を
見
た
時
、
何
か
僕
を
反
撥
す
る
も
の
を
感
じ
た
。

（
中
略
）
が
、
年
月
の
流
れ
る
の
に
つ
れ
、
あ
の
ゴ
オ
ガ
ン
の
橙
色
の
女
は
だ
ん
だ
ん
僕
を
威
圧
し
だ
し
た
。」 

「
ル
ノ
ア
ル
は
、
―
―
少
な
く
と
も
僕
の
見
た
ル
ノ
ア
ル
は
か
う
云
ふ
点
で
は
ゴ
オ
ガ
ン
よ
り
も
古
典
的
作
家
に
近
い

の
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
橙
色
の
人
間
獣
の
牝
は
何
か
僕
を
引
き
寄
せ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
か
う
云
ふ
「
野
性
の

呼
び
声
」
を
僕
等
の
中
に
感
ず
る
も
の
は
僕
一
人
に
限
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
？
」 

 

《
引
用
32
》
芥
川
龍
之
介
「
歯
車
」（
一
九
二
七
、
遺
稿
） 

「
僕
は
つ
い
二
三
箇
月
前
に
も
或
小
さ
い
同
人
雑
誌
に
か
う
云
ふ
言
葉
を
発
表
し
て
ゐ
た
。
―
―
「
僕
は
芸
術
的
良
心

を
始
め
、
ど
う
云
ふ
良
心
も
持
つ
て
ゐ
な
い
。
僕
の
持
つ
て
ゐ
る
の
は
神
経
だ
け
で
あ
る
。」
…
…
」 
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《
引
用
33
》
芥
川
龍
之
介
「
或
る
阿
呆
の
一
生
」（
一
九
二
七
・
六
、
遺
稿
） 

「
五
十
一 

敗
北 

 

彼
は
ペ
ン
を
執
と
る
手
も
震
へ
出
し
た
。
の
み
な
ら
ず
涎
さ
へ
流
れ
出
し
た
。
彼
の
頭
は
〇
・
八
の
ヴ
エ
ロ
ナ
ア
ル

を
用
ひ
て
覚
め
た
後
の
外
は
一
度
も
は
つ
き
り
し
た
こ
と
は
な
か
つ
た
。
し
か
も
は
つ
き
り
し
て
ゐ
る
の
は
や
つ
と
半

時
間
か
一
時
間
だ
つ
た
。
彼
は
唯
薄
暗
い
中
に
そ
の
日
暮
ら
し
の
生
活
を
し
て
ゐ
た
。
言
は
ば
刃
の
こ
ぼ
れ
て
し
ま
つ

た
、
細
い
剣
を
杖
に
し
な
が
ら
。」 

  

久
米
正
雄
に
宛
て
た
遺
稿
の
う
ち
に
あ
る
「
都
会
人
と
云
ふ
僕
の
皮
を
剥
ぎ
さ
へ
す
れ
ば
」
と
い
う
註
記
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
な
に
か
。
芥
川
が
今
昔
物
語
に
読
み
取
っ
た
「
野
性
の
美
し
さ
」
と
、
彼
自
身
の
自
己
認
識
に
お
け
る
「
都
会
人
と

云
ふ
僕
の
皮
」
と
は
、
明
確
な
対
称
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
芥
川
の
人
間
存
在
に
対
す
る
把
握
の
一
端
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

《
引
用
34
》
芥
川
龍
之
介
「
僕
は
」（
一
九
二
七
・
二
） 

「
僕
は
い
つ
も
僕
一
人
で
は
な
い
。
息
子
、
亭
主
、
牡
、
人
生
観
上
の
現
実
主
義
者
、
気
質
上
の
ロ
マ
ン
主
義
者
、
哲

学
上
の
懐
疑
主
義
者
等
、
等
、
等
、
―
―
そ
れ
は
格
別
差
支
へ
な
い
。
し
か
し
そ
の
何
人
か
の
僕
自
身
が
い
つ
も
喧
嘩

す
る
の
に
苦
し
ん
で
ゐ
る
。」 

  

古
典
と
近
代
、
王
朝
と
民
衆
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
図
式
は
、
小
説
テ
ク
ス
ト
に
内
包
さ
れ
る
「
芸
術
的
生
命
」
の
う

ち
に
揚
棄
さ
れ
る
が
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
の
段
階
で
は
、「
芸
術
的
良
心
」
す
ら
「
僕
の
持
つ
て
ゐ
る
の
は
神
経
だ

け
で
あ
る
」
と
い
う
言
明
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
治
と
文
学
、
と
い
っ
た
二
項
対
立
が
相
対

化
さ
れ
た
地
平
に
お
い
て
、
否
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
の
概
念
を
容
易
に
変
転
さ
せ
て
い
く
多
義
的
な
文
脈
の
過
程
で
、〈
書

く
〉
行
為
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
示
唆
さ
れ
る
「
敗
北
」
と
い
う
二
文
字
に
つ
い
て
も
ま
た
、
こ
こ
で
は
勝
利
と
敗

北
と
い
う
価
値
判
断
す
ら
も
宙
吊
り
に
さ
れ
た
地
平
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

《
引
用
35
》
宮
本
顕
治
「「
敗
北
」
の
文
学
」、『
改
造
』（
改
造
社
、
一
九
二
九
・
八
） 

「
し
か
し
、
芥
川
氏
の
場
合
、
我
々
の
受
け
取
る
も
の
は
、
よ
り
切
迫
し
た
陰
鬱
な
空
気
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
こ
に

あ
る
の
は
、
困
憊
し
た
神
経
の
触
手
を
通
し
て
、
次
第
に
意
識
さ
れ
て
行
く
「
人
生
に
対
す
る
敗
北
」
の
痛
み
で
あ
る
。

愴
然
、氏
は
自
分
の
辿
っ
て
ゐ
る
路
が「
惨
敗
」に
通
じ
て
ゐ
る
こ
と
を
自
覚
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。」 

  

こ
の
宮
本
顕
治
の
評
論
は
、
や
は
り
、
い
さ
さ
か
ナ
イ
ー
ブ
に
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
人
生
に
対
す
る
敗
北
」

は
、
文
学
に
お
け
る
敗
北
と
同
義
で
は
な
い
。
芥
川
龍
之
介
の
小
説
、
評
論
と
い
っ
た
テ
ク
ス
ト
を
「
中
流
下
層
階
級
の
陰

翳
」
と
い
っ
た
見
方
に
回
収
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
前
述
の
よ
う
に
、
二
項
対
立
を
揚
棄
し
つ
つ
、
書
く
と
い
う
行
為

遂
行
の
過
程
で
意
味
を
変
転
さ
せ
て
い
く
テ
ク
ス
ト
を
精
読
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
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そ
し
て
、
芥
川
の
創
作
に
お
け
る
源
泉
の
ひ
と
つ
を
成
し
て
い
た
「
王
朝
時
代
」
は
、
後
年
の
小
説
「
歯
車
」
に
お
い
て
、

実
現
さ
れ
な
か
っ
た
「
推
古
か
ら
明
治
に
至
る
各
時
代
の
民
を
主
人
公
」
と
す
る
「
長
篇
」
の
構
想
を
媒
介
と
す
る
か
た
ち

で
、「
宮
城
の
前
に
あ
る
或
銅
像
」、
す
な
わ
ち
、
南
朝
の
忠
臣
た
る
楠
木
正
成
像
（
レ
ジ
ュ
メ
末
尾
の
「
参
考
資
料
（
２
）」

を
参
照
）
を
想
起
さ
せ
る
。 

 

《
引
用
36
》
芥
川
龍
之
介
「
歯
車
」（
一
九
二
七
、
遺
稿
） 

「
前
の
ホ
テ
ル
に
帰
つ
た
の
は
も
う
彼
是
十
時
だ
つ
た
。
ず
つ
と
長
い
途
を
歩
い
て
来
た
僕
は
僕
の
部
屋
へ
帰
る
力
を

失
ひ
、
太
い
丸
太
の
火
を
燃
や
し
た
炉
の
前
の
椅
子
に
腰
を
お
ろ
し
た
。
そ
れ
か
ら
僕
の
計
画
し
て
ゐ
た
長
篇
の
こ
と

を
考
へ
出
し
た
。
そ
れ
は
推
古
か
ら
明
治
に
至
る
各
時
代
の
民
を
主
人
公
に
し
、
大
体
三
十
余
り
の
短
篇
を
時
代
順
に

連
ね
た
長
篇
だ
つ
た
。
僕
は
火
の
粉
の
舞
ひ
上
る
の
を
見
な
が
ら
、
ふ
と
宮
城
の
前
に
あ
る
或
銅
像
を
思
ひ
出
し
た
。

こ
の
銅
像
は
甲
冑
を
着
、
忠
義
の
心
そ
の
も
の
の
や
う
に
高
だ
か
と
馬
の
上
に
跨
つ
て
ゐ
た
。
し
か
し
彼
の
敵
だ
つ
た

の
は
、
―
― 

「
嘘
！
」 

 

僕
は
又
遠
い
過
去
か
ら
目
近
い
現
代
へ
す
べ
り
落
ち
た
。
そ
こ
へ
幸
ひ
に
も
来
合
せ
た
の
は
或
先
輩
の
彫
刻
家
だ
つ

た
。
彼
は
不
相
変
天
鵞
絨
の
服
を
着
、
短
い
山
羊
髯
を
反
ら
せ
て
ゐ
た
。
僕
は
椅
子
か
ら
立
ち
上
り
、
彼
の
さ
し
出
し

た
手
を
握
つ
た
。（
そ
れ
は
僕
の
習
慣
で
は
な
い
、
パ
リ
や
ベ
ル
リ
ン
に
半
生
を
送
つ
た
彼
の
習
慣
に
従
つ
た
の
だ
つ

た
。）
が
、
彼
の
手
は
不
思
議
に
も
爬
虫
類
の
皮
膚
の
や
う
に
湿
つ
て
ゐ
た
。」 

  

こ
こ
で
「
忠
義
の
心
そ
の
も
の
の
や
う
に
」
馬
上
の
偉
容
を
体
現
し
て
い
る
楠
木
正
成
像
は
、
し
か
し
、
明
治
時
代
の
王

政
復
古
と
い
う
歴
史
的
背
景
の
な
か
で
、
神
話
と
し
て
構
築
さ
れ
た
記
号
に
他
な
ら
な
い
。 

 

《
引
用
37
》
高
村
光
雲
「
幕
末
維
新
懐
古
談 

楠
公
銅
像
の
事
」（
万
里
閣
書
房
、
一
九
二
九
・
一
） 

「
さ
て
、
い
よ
い
よ
彫
刻
に
取
り
掛
か
る
と
い
う
ま
で
に
は
、
な
か
な
か
時
日
を
要
し
、
ま
た
多
人
数
の
考
案
を
経
て 

来
た
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
一
人
や
二
人
の
考
え
か
ら
決
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
大
勢 

の
先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
受
持
を
分
け
て
研
究
調
査
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。」 

「
そ
れ
か
ら
、
鎧
で
す
が
、
こ
れ
は
漠
と
し
て
ほ
と
ん
ど
拠
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大
和
河
内
地
方
へ
行
け
ば
、
何
処
に 

も
楠
公
の
遺
物
と
称
す
る
も
の
は
い
く
ら
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
つ
も
確
証
の
あ
る
も
の
は
な
い
。
皆
後
世
人
の
附
会 

し
た
も
の
ば
か
り
で
す
。」（
後
略
） 

  

し
か
し
な
が
ら
、
芥
川
は
そ
の
具
体
的
な
論
究
を
避
け
、「
歯
車
」
の
小
説
テ
ク
ス
ト
は
、
知
人
と
の
思
い
が
け
な
い
再

会
と
い
う
文
脈
の
な
か
で
そ
れ
を
語
り
落
と
し
て
い
る
。 
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《
引
用
38
》
伊
豆
利
彦
「『
歯
車
』
の
周
辺
―
―
芥
川
龍
之
介
の
死
（
そ
の
１
） 

（
特
集 

芥
川
龍
之
介
の
死
と
そ

の
周
辺
―
―
転
換
期
・
１
９
２
０
年
代
と
現
代
）」『
近
代
文
学
研
究
』
一
八
号
（
日
本
文
学
協
会
近
代
部
会
、
二
〇
〇

一
・
二
） 

「（
中
略
）
楠
正
成
の
忠
義
の
伝
説
そ
の
も
の
が
嘘
で
あ
る
と
い
う
の
か
、
彼
の
忠
義
が
南
朝
へ
の
忠
義
で
あ
り
、
今

の
天
皇
が
北
朝
の
血
統
で
あ
る
の
に
、
今
の
天
皇
に
対
す
る
忠
臣
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、「
宮
城
」
の
前
に
そ
の
銅
像

が
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
嘘
を
感
じ
た
の
か
、
さ
ら
に
、
そ
こ
に
正
成
を
讃
美
す
る
天
皇
中
心
の
嘘
の
歴
史
を
で
っ
ち

あ
げ
て
、
国
民
の
忠
義
を
あ
お
り
た
て
よ
う
と
す
る
明
治
天
皇
制
の
嘘
を
感
じ
た
の
か
、
す
べ
て
不
明
に
し
た
ま
ま
、

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
打
ち
切
ら
れ
る
。 

 

こ
の
嘘
を
追
及
す
る
こ
と
は
芥
川
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
「
或
る
旧
友
へ
送
る
手
記
」
に
書
か
れ
た
よ
う
な

理
由
に
よ
る
と
だ
け
は
考
え
ら
れ
な
い
。
芥
川
は
「
封
建
時
代
の
影
」、
現
代
を
支
配
す
る
天
皇
制
権
力
を
恐
れ
て
い

た
。芥
川
と
社
会
主
義
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。今
は
そ
れ
に
つ
い
て
論
ず
る
余
裕
が
な
い
の
で
、

別
の
機
会
に
論
じ
た
い
が
、
芥
川
は
社
会
主
義
の
必
然
を
信
じ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
が
遠
か
ら
ず
実
現
す
る
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
天
皇
制
権
力
を
恐
れ
た
芥
川
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
権
力
を
も
恐
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
れ
以
上
に
、
社
会
主
義
理
論
を
振
り
か
ざ
し
、
意
見
を
異
に
す
る
も
の
を
容
赦
な
く
階
級
敵
と
し
て
断
罪
す
る
理
論

家
や
文
学
者
た
ち
を
お
そ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。」 

  

こ
こ
で
伊
豆
の
用
い
て
い
る
「
天
皇
制
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
戦
後
刊
行
さ
れ
た
日
本
共

産
党
中
央
委
員
会
宣
伝
教
育
部
（
編
）『
日
本
共
産
党
綱
領
集
』（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
五
七
・
一
〇
）
で
は
、
一
九
二
二

年
の
日
本
共
産
党
草
案
の
う
ち
、「
政
治
的
分
野
に
お
け
る
要
求
」
の
第
一
条
と
し
て
「
天
皇
制
の
廃
止
」
を
掲
げ
て
い
た

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
資
料
批
判
の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。 

 

《
引
用
39
》
加
藤
哲
郎
「
一
九
二
二
年
九
月
の
日
本
共
産
党
綱
領
（
上
）」『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
四
八
一

号
（
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
、
一
九
九
八
・
一
二
） 

「
第
一
に
、
こ
の
綱
領
は
、
一
九
二
二
年
一
月
極
東
民
族
大
会
で
の
サ
フ
ァ
ロ
フ
報
告
・
日
本
代
表
団
政
綱
や
、
二
二

年
夏
の
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
論
文
、
二
二
年
末
モ
ス
ク
ワ
作
成
と
さ
れ
て
き
た
日
本
共
産
党
綱
領
草
案
、
二
七
年
テ
ー

ゼ
䣍
三
一
年
政
治
テ
ー
ゼ
、
草
案
、
三
二
年
テ
ー
ゼ
、
三
六
年
日
本
の
共
産
主
義
者
へ
の
手
紙
、
等
々
と
く
ら
べ
る
と
、

き
わ
め
て
一
般
的
か
つ
短
文
で
あ
り
、
歴
史
的
叙
述
が
な
く
、
行
動
綱
領
も
入
っ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
、
ア
ナ
ル
コ
・

サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
態
度
や
「
統
一
戦
線
」
に
当
時
の
日
本
的
・
状
況
的
特
徴
が
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
君

主
制
＝
天
皇
制
に
つ
い
て
は
軍
部
官
僚
制
と
愛
国
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
解
消
し
て
お
り
、
普
通
選
挙
権
へ
の
態
度
も

曖
昧
で
あ
る
。」 

  

日
本
共
産
党
の
結
党
当
初
、「
天
皇
制
の
廃
止
」
と
い
っ
た
目
標
は
提
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
日
本
の
帝
政
﹇Japanese 

Zardom

﹈」（
一
九
二
二
年
）、「
君
主
制
の
廃
止
」（
一
九
二
三
年
）
と
い
っ
た
表
記
が
用
い
ら
れ
た
。「
天
皇
制
」
と
い
う
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用
語
の
初
出
は
、
お
そ
ら
く
は
次
に
掲
げ
る
「「
日
本
の
情
勢
と
日
本
共
産
党
の
任
務
」、
い
わ
ゆ
る
三
二
年
テ
ー
ゼ
の
前
後

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

《
引
用
40
》「
日
本
の
情
勢
と
日
本
共
産
党
の
任
務
」『
赤
旗
』
一
九
三
二
年
七
月
二
日 

「
日
本
共
産
党
は
、
戦
争
に
対
し
て
正
し
い
立
場
を
と
り
、
す
で
に
帝
国
主
義
戦
争
に
対
し
、
搾
取
階
級
に
対
し
、
軍

事
的
＝
警
察
的
君
主
制
に
対
す
る
勤
労
大
衆
の
革
命
的
闘
争
を
組
織
す
る
上
に
少
な
か
ら
ざ
る
成
功
を
収
め
た
。」（
※

註
：
赤
旗
紙
面
上
で
は
、「
天
皇
制
」
で
は
な
く
、「
君
主
制
」
の
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。） 

  
 
 

⇔ 

※
対
称
的
な
表
記
例
（
天
皇
制
／
皇
室
） 

 

《
引
用
41
》
酒
巻
芳
男
『
皇
室
制
度
講
話
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
・
一
） 

「
皇
室
と
は
統
治
権
の
総
括
者
を
中
心
と
し
、
統
治
権
の
総
括
者
を
一
定
不
動
の
地
位
に
置
き
且
つ
統
治
権
の
総
括
者

た
る
こ
と
あ
る
べ
き
身
位
の
御
方
及
其
の
御
近
親
を
し
て
益
〻
光
輝
あ
ら
し
む
べ
き
国
家
の
組
織
を
云
ふ
」 

 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
天
皇
制
」
と
い
う
用
語
そ
の
も
の
は
芥
川
龍
之
介
の
小
説
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
用
い
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
、
ゆ
え
に
、
事
後
的
な
視
点
か
ら
「
天
皇
制
」
と
い
う
用
語
を
持
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変

容
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

《
引
用
42
》
小
峯
和
明
「
今
昔
物
語
と
そ
の
時
代
」、『
今
昔
物
語
集
を
読
む
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
・
一
二
） 

「
本
朝
で
は
、
第
二
十
一
か
ら
世
俗
系
が
は
じ
ま
る
が
、
始
源
の
巻
を
構
成
で
き
ず
、
始
発
か
ら
空
白
だ
っ
た
。
こ
の

要
因
に
は
、
天
皇
史
も
し
く
は
日
本
史
の
起
源
を
設
定
し
え
な
か
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。（
中
略
）
初
代
の
神
武

を
は
じ
め
、『
今
昔
物
語
集
』
は
神
話
世
界
を
最
初
か
ら
排
除
し
埒
外
に
お
い
て
い
る
し
、「
日
本
紀
」
的
な
世
界
に
通

じ
て
い
な
か
っ
た
と
み
な
せ
る
。
起
源
を
語
ろ
う
と
し
て
語
り
得
な
い
と
こ
ろ
に
、『
今
昔
物
語
集
』
の
未
完
性
が
宿

命
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。」 

  

芥
川
龍
之
介
の
「
歯
車
」
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
論
究
は
避
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
語
り
落
と
し
の
機
構
に
よ
っ
て
、

云
わ
ば
、
不
在
の
か
た

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
ち
で
現
前
さ
せ
る

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
た
め
に
、
語
り
落
と
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
表
象
さ
れ
る
べ

き
は
法
権
力
の
根
源
に
胚
胎
す
る
暴
力
性
で
あ
っ
て
、
実
体
化
さ
れ
た
天
皇
は
記
号
作
用
で
し
か
な
い
。 

  

↓
「
推
古
」
と
い
う
王
朝
時
代
の
さ
し
あ
た
り
の
起
源
か
ら
「
明
治
に
至
る
各
時
代
」
ま
で
を
遡
行
し
つ
つ
、「
遠
い
過

去
か
ら
目
近
い
現
代
」
へ
「
す
べ
り
落
ち
た
」、
そ
の
書
き
手
の
主
体
性
に
回
収
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
文
脈
の
多
義
性
を

読
み
解
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
王
朝
時
代
」
の
実
相
は
、
一
元
的
な
歴
史
観
で
は
な
く
、「
今
昔
物
語
集
」
に
代
表
さ
れ

る
、
編
者
不
明
の
無
数
の
「
民
」
た
ち
の
雑
駁
な
語
り
に
こ
そ
あ
る
か
ら
だ
。 
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六
．
ま
と
め 

  

以
上
、
芥
川
龍
之
介
の
前
期
小
説
に
お
け
る
「
王
朝
時
代
」
に
つ
い
て
、
典
拠
と
さ
れ
る
「
今
昔
物
語
集
」
の
研
究
動
向

を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
、
芥
川
の
自
死
の
直
前
に
書
か
れ
た
「
今
昔
物
語
鑑
賞
」
を
経
由
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
稿
「
或
る

阿
呆
の
一
生
」
や
小
説
「
歯
車
」
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
「
敗
北
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
意
味
づ
け
る
こ
と
を
試
み

た
。
そ
こ
に
は
、
宮
本
顕
治
の
い
う
「
人
生
に
対
す
る
敗
北
」
と
い
っ
た
言
葉
に
は
回
収
さ
れ
な
い
多
義
的
な
文
脈
が
伏
在

し
て
お
り
、
芥
川
龍
之
介
の
テ
ク
ス
ト
は
む
し
ろ
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
作
用
に
よ
る
意
味
の
変
転
、
語
り
落
と
し
と
い
っ

た
方
法
に
よ
っ
て
、
現
実
と
対
峙
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
読
み
を
提
示
し
た
。 

  

ま
た
、「
今
昔
」
を
媒
介
と
し
て
芸
術
至
上
主
義
と
政
治
性
の
あ
い
だ
で
緊
張
関
係
を
孕
ん
だ
芥
川
の
筆
致
は
、
自
死
の

直
前
に
は
、「
神
経
」
と
い
う
唯
物
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
と
も
な
う
記
号
表
現
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
〈
外

部
〉
へ
と
開
示
さ
れ
た
行
為
遂
行
と
し
て
把
捉
さ
れ
て
い
る
。
政
治
性
も
芸
術
性
も
留
保
さ
れ
た
ま
ま
、「
な
ぜ
お
前
は
書

い
て
ゐ
る
の
だ
。」「
唯
書
か
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。」
と
い
う
自
己
内
対
話
に
告
げ
知
ら
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
、
彼

は
書
き
つ
づ
け
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

       

＊
発
表
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
倉
井
香
矛
哉
（
く
ら
い
・
か
む
や
） 

イ
ク
ト
ゥ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
代
表 

独
立

系
研
究
者
（
文
学
研
究
者
、
音
楽
家
） 

 

学
問
芸
術
の
運
動
体
「
イ
ク
ト
ゥ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
共
同
代
表
。
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
学
部
卒
業
、
早

稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
１
採
用
後
、
研
究
室
移
動
な
ど

数
年
の
苦
渋
を
経
験
し
た
の
ち
、現
在
は
独
立
系
研
究
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。文
学
研
究
と
並
行
す
る
か
た
ち
で
、

学
会
お
よ
び
研
究
誌
に
と
ど
ま
ら
ず
市
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
に
お
け
る
学
際
研
究
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
／
ジ

ェ
ン
ダ
ー
批
評
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｗ
．
Ｓ
．
ク
ラ
ー
ク
や
内
村
鑑
三
、
新
渡
戸
稲
造
の

思
想
を
継
承
す
る
無
教
会
キ
リ
ス
ト
教
の
後
継
者
で
も
あ
る（
２
０
１
５
年
度
以
降
、無
教
会
全
国
集
会
準
備
委
員
）。

さ
ら
に
、
音
楽
家
と
し
て
の
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
楽
曲
提
供
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、

日
本
各
地
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
文
学
場
・
芸
術
場
の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。 
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ホーム > 観る > 銅像・路傍のオブジェ・碑 > 楠木正成像

  

  

  

  

  

 

楠木正成像楠木正成像

　
楠公と言われた楠木正成（？〜1336）は鎌倉時代末
期から南北朝時代にかけての河内の武将で、鎌倉幕府
からは（悪党）とよばれていました。
王政復古を目指す後醍醐天皇の鎌倉幕府倒幕計画に皇
子挙兵し、鎌倉幕府を滅ぼしました。

　この銅像は上野公園の西郷隆盛像、靖国神社の大村
益次郎像と並び「東京の三大銅像」と呼ばれていま
す。

　楠公の銅像の作者は東京美術学校（現東京芸術大
学）教授の高村光雲。高村光雲の息子は詩人の高村光
太郎です。馬は、後藤貞行作。上野の西郷像も西郷は
高村、犬は後藤の作です。

通常、銅像は中空ですが、楠公像は銅がつまっていま
す。これは、住友財閥が別子銅山開坑200年記念に献
上したものであるからといわれています。

　像の正面には記文がはまっていますが、像の顔は正
面とは反対側の皇居側を向いています。これは、皇居
に対して顔を背けるのは失礼にあたるということか
ら、像の正面から見て顔が反対側を向いているという
珍しい作りとなっています、
勤王を貫いた楠公の像の顔は今も皇居を向いていま
す。

→こちら　もお試しください。
（画像のところにポインタをもっていくと画像が動き
ます）

【概要】【概要】

所在地所在地 皇居外苑1-1

アクセスアクセス 二重橋駅2番、6番出口すぐ

 ホーム  プライバシーポリシー 

一般社団法人 千代田区観光協会 Chiyoda City Tourism Association / Tokyo Japan

3,348人が一般社団法人 千代田区観光協会 Chiyoda City Tourism Association / Tokyo Japanについて「いいね！」と言っています。

いいね！いいね！
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介
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前
の
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テ
ル
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帰
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た
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も
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是
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だ
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。
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と
長
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帰
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ひ
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。
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又
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反
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